啓林館　Master化学Ⅰ(化Ⅰ0１９)　観点一覧

＜内容の難易度＞
・大学入試，特に大学入試センター試験を意識して，豊富な内容を簡潔にわかり易く解説されていて，学習意欲が高まる教科書に編集されている．
・生徒の能力・適性・興味・関心の多様化に対応できるように「発展的学習内容」を多く取り上げている。
＜内容の取り扱い＞
・表現をできるだけ簡明にし，見出しなどを多く用いて，学習しやすいようにされている。また，側注により本文の内容が理解しやすいように配慮されている。

・化学に親しませるように，可能な限り化学の内容を日常生活と関連させるようにして，基礎･基本的な事項についてはできるだけ丁寧に述べられている。
・カラフルな図・表・写真を活用して，文章だけでなく視覚的にも理解できるように配慮されている。
・基本事項や重要事項は，掲示板形式の図でまとめられており，生徒が学習のポイントをつかみやすいよう工夫されている。

・化学の諸法則や単体･化合物の性質等については，単に知識を覚え込ませるのではなく，実験･観察を通して理解させるようになっている。さらに，科学的に探究する能力と態度が養えるように配慮されている。
・本文だけでなく，日常生活と関わりが深く興味をもてるような内容，本文を少し深める内容は「Column･コラム」として適宜取り上げている。また，本文をさらに深めるための「発展的学習内容」は「発展」として適宜取り上げ，生徒の興味・関心に応じて取り組めるように配慮されている。
・数量関係を扱う問題の前には例題を適宜配置してあり，生徒が自学自習しやすいよう配慮されている。また，各章に｢章末問題｣を配置し，生徒が理解度をチェックできるように配慮されている。
・無機物質・有機化合物の部では，金属イオンの反応やアルデヒドの還元性などの呈色する反応を中心に，実験の写真が数多く配置されており，学習効果を高めることができる。

・地球環境と化学との関連については，後見返しで図や写真とともに解説されており，資料としても利用できるようになっている。

＜単元の構成・配列及び分量＞
・全体を，序章・終章と４つの部に分け，序章～第２部で化学の基本的な原理・原則を理解させた上で，第３～４部で具体的に無機物質・有機化合物の特徴・性質について記述するという配列になっていて，学習が効率よく進められる。

・序章の化学とその役割では，化学という学問のガイダンスとともに，化学によってつくり出されたもののプラス面とマイナス面を生徒に気づかせ，自ら興味とともに問題意識をもって第１部以降の学習に入れるよう配置されている。

・本文の補足説明などが側注欄で多数取り上げられており，フレキシブルな指導ができるとともに，生徒が自学自習できるように配慮されている。

・前半の物質の構成・変化の部で扱われている理論・反応は，基本的で重要なものを中心にできるだけ多く扱われていて，また，後半の無機物質・有機化合物の部で扱われている具体的な物質も，もれのないように扱われている。
・本文の内容を確認する実験については同一ページに掲載されており，また，部末には探究活動が配置されており，いずれも必要に応じて適宜利用できるように構成されている。

・実験についての基本事項や基本操作などを中心に，巻末の付録が充実している。

＜その他＞
・判型がA5判よりかなり大きく（B5変型判），よりビジュアルかつ余裕のある紙面構成となっている。

・紙の色が白く，多数あるカラーの図表や写真が非常に鮮明である．

・図中の原子モデルについて，生徒がイメージしやすい色で統一されている。

・章末問題の詳しい解答が別冊付録としてついていて，生徒が自学自習できるように配慮されている。
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